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30. 関東以西 および九州地区の イエバエの殺虫剤感受性について 林 晃史1,2'.船越祐介I･3',

源曲正望1),加納六郎2), 野村健-3) (千柴県衛生研究所医動物研究室1), 東京医科歯科大学医学部医動

物学教室2), 千染大学園芸学部3)) 52.10.3受理

閑軌 東海, 関西および九州地区の2府16県の34カ所からイエバエを採袋し,8種類の殺虫剤に

対する感受性の水準について調査した.

調査した全ての地域のイエバエは malathion や Sumithion に対して感受性が低下していること

が明らかになった.

しかし,DDVP や resmethrin に関しては感受性の低下は認められなかった.また,Diazinonや

Baytexに対しては一部の地域を除いて顕著な感受性の低下は認められ ず, イエバェの 駆除に今後と

も期待できる殺虫剤であることが明らかになった.

林 ら (1971,72,77)1･2,7)は殺虫剤抵抗性対策のひ

とつとして.北WLj道,四国およにび沖純と日本各地の

イエバエの殺虫剤感受性ついて調査,研究を行ない殺

山剤感受性のレベルをnJ]碇にするとともに,その対策

について知見を柑てきた.

今回.調査未了であった関東以西.西日本,九州の

訊tEを行ない,新しい知見を村たので報告する.

材料および方法

供試昆虫 :この実験に峡用 した イエバエ Musca

domesh'ca Linn6 1758.は下記の地域の高台および

ゴミ処理切で採如し, これを実験室に持ち帰り,大砲

飼育を行なった2代から3代目の個体群である.

イエバエの採範地の詳細は次のごとくである.

中沢- ･･･千染貝印揺郡富里村中沢の豚舎,昭和51年

7月 1日採災

下 田 ･--千･染田下田町のゴミ埋立地,昭和51年7月

1口柁lJl

狛IT･穴-･･･千jXSLF.も印雅邦富里村精子穴のゴミ埋立地,

昭和51咋7月 l口採災

石野-･･･茨城舶新治耶八郷町瓦谷石野の豚舎.昭和

51年9月7日採災

上山- -茨城頗新治郡八郷町上山の豚舎,昭和51年

9月 7日採災

宿根･･･-深谷市宿根の豚舎,昭和51年7月9日採災

戸田-･･･埼玉県入間郡坂戸町戸田の豚舎,昭和51年

7月 9日採班

上帝桃･.･-大和市上帝柳のゴミ埋立地,昭和51年9

月8口採染
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笠窪--伊勢原市笠窪の豚舎,昭和51年9月8日採

井…

神明台--杭浜市旭区神明台のゴミ埋立地.昭和51

年9月8日採蛸

足苗.･･-沼津市足高尾の上のゴミ埋立地,昭和51咋

8月 4日採災

苗人見--=械浜市古人見の牛舎,昭和51年 8月4日

採先主

出橋 . ･-･豊橋市市営大型ゴミ処理吸 昭和51咋8J]

4日採袋

吉良.･･.･･愛知県幡豆邦吉良械須賀の豚舎,昭和51咋

8月 3日採袋

名古屋･-=名古屋市森山のゴミ埋立地.昭和51咋9

月9日採災

西明寺･･-･上野市西明寺のゴミ埋立地,昭和51咋8

月3日採災

広川町･--和歌山県有田郡広川町,昭和51咋8月3

日採災

八尾･･････大阪府八尾市のゴミ埋立地 昭和51咋8月

採災

北越･･････大阪市北越の港湾ゴミ埋立地.昭和51咋8

月13日採災

伏見--京都市伏見区南沼掃事業所のゴミ埋立地.

昭和51年8月7日採災

長尾山･･-･神戸市長Fi山のゴミ埋立地.昭和51咋7

月13Ej採災

高松埋立地--･岡山市高松埋立地 昭和51咋9月9

日採災

牟礼--･防府市牟礼の鶏舎,昭和51咋6月採災
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名田F3- -LLJロ市名凹凸のmb.岡和51咋6月拝舛

柿Jll町- -･W岡Lr1万で抑印刷 日町の苅h,m和51年7

月15日揮仙
川刑町･ ･-･佐田ir.t佐ihL邦川副町の豚h.m和51咋7

J]14rl托引.I

布m町･･････仕訳瓜田松川7W西布田町広瀬の雁介.同

和51咋7月14口搾災

三上解 ･ ･････佐i"l瓜三韮誠一耶三上峯村の年令,m和51

咋7J]14El採岱

謙ri1--諌早市貝林試験場の牛舎,昭和51年 7月13

口採災

佐世保- -佐世保市大答の牛舎.昭和51年7月13日

揮袋

昂尾野- ･-成児島県高尾野町の鶏舎.昭和51年6月

11El採災
山水-･.･雌児E3爪lll水TTJ'の親告.m和51年6月11口

授災
川南町･･････田崎虎児拐郡川南町の鶏舎.胴和51咋3

月

日南市-･･･日南市萩の崎の豚舎,昭和51年3月採取

以上,2府16LFtr<にわたる34カ所で採黙した.

供試薬剤 :実験 に 班用 し た殺虫剤は MalathiorL

l0,0-dimethylS-(1.2-dicarbethoxyethyl)pho･

spllOrOdithioateつ,Sumithion(0,0-dimethyl0-

(3-methyl-4-nitro-pllenyl) phosphorothioate〕,

Diazinon⊂0,0-diethy10-(2-isopropy1-4-methy1-

6lPyrjmidyl)phosphorothioate],Baytexl0.0-

dimethy10-(4lmethylmercapto3-methyl)phenyl⊃

phospl10rOthioateコ,DDVP 〔0,0-dimethyl0-(2,

21dichlorovJ.nyl)phosphate〕,resmethrl'n(5lbenzyl-

3-furylmethyトdl-cL'S,Lrons-chrysanthemateコ,γ-

BHCおよ びDDT の8和別である.

失政方法 :イエバエに対する殺虫試験は上記の 8種

桝のtJLlJ郊剤をアセトンで所'ji:況皮に柿釈し.これを

微nEと引取 こより.羽化授4口rlのイエバエ雌成虫の

胴珊-IT坂部に 0･5IEL出て.摘下処FI!する一般的な局

所触用法によった.

各薬剤とも6-7壬73度区を'.設け.1況庇区にイエバ

エ20頚宛を用い,3回反糾火映を行なった.殺虫剤を

処理したイエバェは別の容執 こ入れ,朗を与えて 25oC
の恒温室に保存し,24時間後の致死率を観察してこれ

より LD50値を求めた.

結果および考累

関取 煎WLi,Bg四および九州地区の34カ所から採現

したイエバエの殺山剤感受性を比校検討するため,局

所施用法による24時間後の致死畔から LD80Id(をもと

め,次の表に黙印した.なお.これらはひとつの裂に

まとめるのが閃難であるため.火映のnFUiiにより.成

宜的に3つのヨ～に区分した.

千fjSLllrS.茨城瓜 的玉9T.i.神,奈川Drt,u3よび静岡爪下

の8輔籾の殺虫剤に対する外系統のE･B受帖.の水郷を市

槻系を苑叩にしてql向をまとめると Tablcl のごと

くであろ.

Malathionに対すろ!.B受性は粥川系の LDBO肌.

0.516〝gに対して,いずれも大 きな肌を示し.低感受

Table1. LDBOVa一uesof8insecticidesto12colonieso【thehousefly

collectedirlKantoareas(/Lg/fly).

Colonyname

Nakazawa

Shimoda

Shishiana

DiazinonlBaytex

Shukune

Toda

Kamikusayanagi

Kasakubo

Shinmeidai

Ashl'taka

Kobitomi

･akatsuki ～ o･5.6io･105 L o･273

DDVP Ir-BHC
DDT IResmetbrin

1･545lO･01410.82910.0057

0.116 1 0.087 1 4.542 I26.079 1 0.0162
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性である.最も感受性の高い宿根系も高槻系に対して

21.2倍の抵抗性比をしめした.また,最 も感受性の低

い石野系では 394.7倍と非常に高い抵抗性比をしめ

した.

Sumithion に対する感受性は高槻系に比較して,

いずれも顕著に低い憤向が認められる.抵抗性比は最

も感受性の高い宿根系で 15.4倍,最も低い石野系は

907.3倍ときわめて大きく,いずれも強い抵抗性系統

といえる.

Diazinon に対すろ感受性は高槻系に比較して,い

ずれも低い傾向が認め られ る.抵抗性比は宿根系が

2.6倍,虫も低い猪手穴系で24.7倍と耐性を持つもの

と抵抗性を持つものがみられた.

Baytex に対する感受性は高槻系に比較して低い幌

向にある.抵抗性比は高い感受性をしめす系統で 4.7

倍.虫 も低い系統で 19.3倍とDiazinonの場合と類

似の俄向が認められる.

DDVPに対する感受性は他の殺虫剤の場合と異な

り,芯槻系との間に顕著な差違がない.最も感受性の

低い拍子穴系でも抵抗性比は6.7倍であった.

r-BHC に対する感受性は基準とする高槻系そのも

のが低く,苗人見系や拍子穴系を除き.高い感受性を

しめした.また,DDT に対する感受性も高槻系より

ち,いずれも高い感受性が認められた.

Rcsmethrinに対する感受性は他の殺虫剤と異なり,

いずれの地域の系統も高槻系と同程度の高い感受性を

しめした.

さらに,愛知県,三重県.和歌山県,大阪府,京都

磨,兵雄県,岡山県および山口県下のイエバエに対す

る結果を整理すると Table2のごとくで. 8位斑の

殺虫剤に対する感受性を高槻系を基準に似向をまとめ

ると次のごとくである.

Malathionに対する感受性は高槻系に比較してきわ

めて低い傾向にある.最も高い西明寺系で抵抗性比は

39.4倍,最も低い広川系,八尾系,伏見区系で 387.5

倍と非常に高く,異常に強い抵抗性であろことがうか

がえる.

Sumithionに対する感受性は高槻系に比佼してき

わめて低い.最 も感受性の高い西明寺系で蛇抗性比は

12.2倍,最も低い高松埋立地系が 1852.5倍であった.

この高松埋立地系の価は現在までに報告され たなか

で,最 も高い値である

Diazinon に対する感受性は伏見区系が虫もFSく.

抵抗性比は3.7倍,最 も低い八尾系で 18.3倍であっ

た.

Baytex に対する感受性は牟礼系が最も高く,拡抗

性比は5.1倍.最も低いのが広川町系で 54.3伯であ

った. これは Diazinonの場合と靭似の傾向である.

DDVPに対する感受性は他の殺虫剤の場合と列なり.

高槻系との差違は小さく,最 も感受性の高い西明寺系

の抵抗性比は2.1倍,最も低い広川町系で7.4倍であ

った.この蒋園は耐性で,抵抗性問題はおきない.

γ-BHC に対する感受性は基準とする市税系そのも

のが低 く,抵抗性系統は認められなかった.また,同

Table2. LD6｡Valuesof8insecticidesto12coloniesofthehousefly

collectedinTokaiareasandWesternJapan(FLg/fly).

colonyname IMalathionEsumithionJDiazinonLBaytex IDDVP lγ-BHC 1 DDT IRcsmcthrin

l 20･369

:-.:-:芸 T 前 王

Yatsuo

Hokuko ;T9:9qfl53;:三……鳥 ;5959

Fushimiku

Nagaoyama

Takamatsu･
Umetatechi

Mure

Natajima

Takatsuki

200

194.522l -

1::4757:I ::::52

0･775 】 0･190 1 3･301

6･295 1 0･6.4 l o･706

:::;:1 :::26:

0.586
0.771

o･_3_7?_ _0･0129

竺 ｣｣ と讐

::8,完 l ::!::

0.0275

0.0199

0.2131 0.7061 0.316 1 0.0162

0･407i5･8751 3･033IO･0223
0.536I1.990L1.581I0.0190

o･516Io･105I o･273 I 0･116Io･os714j42
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Table3.LD的ValucsoE8jnsecticJ'desto10coloniesofthehousef一y

colkctedinKyushuareas(〝g/fly).

colonyname lMalathion:sumit叫 DiazinonLBaytex IDDVP 巨 -BHC ト DDT JResmethrin

㌫ tl｢ 蒜芯 i~i五 {711 A~㌫ 石㌃ ~｢ 三二品 T T oi;l｢ 五一-71{ r q2五 r 論 議 ~

Kawaruku･cho

Arita･cho

Sangane･mura

Isahayashi

Sasehoshi

Takaono-cわo

lzumishi

Kawaminam卜cho

Nichinanshi

Takatsuki I0.5161 0.105

様に DDT についても抵抗性は認められなかった.

Resmethrjnに対する感受性は高槻系とほとんど同

等で.いずれも高い感受性をしめし,抵抗性系統は全

く認められなかった.

最後に.九州地域の イエバエの結果を並理すると

Table3のごとくで, 8種類の殺虫剤に対する各系

統の感受性を高槻系を基準にして幌向をまとめると次

のごとくである.

Malath'10nに対する感受性は高槻系に比較し,全

般的に田老な低下がみられる.最も感受性の高い佐世

保市系の抵抗性比が 28.5倍.最も低い高尾野町系で

193.7倍であった.

Sumithionに対する感受性は最も拭いのが諌早市

系で,抵抗性比は 17.6倍.最も低いのが脚 H町系で

131.1倍であった.いずれも,高槻系に対して強い抵

抗性を持つといえる.

Diazinonに対する感受性は最も商いのが佐世保市

系で,拡抗性比は2.4倍,最も低いのが高尾野町系で.

抵抗性比は 12.4倍であった.

Baytex に対する感受性は佐世保市系が最も高く.

拡抗性比は4.8倍,最も低いのが尉 H町系で抵抗性比

は 20.1倍であった.

DDVP に対する感受性は有田町系が厄も拓く.妊E

抗性比は3.7倍.投も低い川川町系で 12.5倍であっ

I:.また,山児J.'占Lr,t下,'L:PT崎坑も下のものが約8倍程度

の択抗ti･:比をしめした.DDVPに対して. このよう

に紙抗性比のFGい別勤ま他の閃弧 火肘,Lu西地域の

イエバエでは昆慰められなかった.

γ-BHC に対する感受Vl･:はFf!lJl町系,三上端村系を

0.116F 0.037 1 4.542

ml0 1 :‥撃

五 三

261079F o･0162

のぞいて.砧似系よりも杓い感受性をしめした.また,

DDT では鈍児左古9.も下のものが児'Fほに拓く,福岡県.

佐賀LEl,i.長崎爪のものは祁朗系よりも朽い感受性をし

めした.

Resmethrinに対すろ感受性:は-m槻系とほぼ同等で

あるが,虎児砧爪下のものが的々低い帆句が.思められ

た.しかし.他の殺虫剤にみられるようなうrd.'il'rな丑只

は他部されなかった.

以上が,tig粥.如Hlj'.西日本および九州地区のイエ

バエの各和殺虫剤に対する感受比の幌向である.概観

して関城および西日本のイエバエは九州地区のものに

比佼して殺虫剤感受性は低い幌向にあることがうかが

える.

各地域のイェバエに対する殺虫剤そのものの力′帆ま

resmethrin>DDVP>Baytex-Diazinon> sumiト

hion>γ-BHC>DDT>malathionの唄に低下する.

ことに,malathionは単独では有効な駅除効果が期

待できないと考えられる.なお,この低･Fj比布機 .)ン

剤の特徴をいかして拭用するとすれば.枯ら(1972)a)

の田柄したごとく,ピレスロイドのtibノJ剤の混合比用

が必要である.

なお.今阿調茄L/T:地城のイエバェの各種殺虫剤に

対する感受性の全般的帆El]をまとめると次のごとくで

ある.なお,いずれも高槻系を基準とした.

各地域のイエバエは malathionに対して抵抗性比

が21･2倍 (宿根系,10.939FEg)から391.7倍 (石野

系,203.639FLg)の範囲内で,いずれも強い抵抗性が

認められる.しかし,石野系も台北系6)の296.001/Lg

にはおよばなかった.
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sumithionに対しては抵抗性比が12.2倍 (西明寺

系.1.285FLg)から1852･5倍 (高松埋立地系,194･

522FLg) で.いずれも強い抵抗性が認められる.こと

に,高松埋立地系は sumithion抵抗性系統として知

られている三崎系一'の 92.53FLgより高い LD50伯を

示し.現払 報菖されたうちで最も強い抵抗性を持つ

系統である.

Diazinonに対しては抵抗性比が 2.6倍 (宿根系,

0.723FLg)から24.7倍 (猪子穴系.61744FLg)の範田

で,耐性系統と抵抗性系統が存在している.

蚊も強い,箔子穴系は三崎系の 26.039FLg よりも

高い感受性をしめす.また,malathionやsumithion

に比較した場合,抵抗性の程度は低く,Diazinonに

よる駆除が困難な状況はすくない.

Baytexに対しては抵抗性比が 5.1倍 (牟礼系)か

ら 54.3倍 (広川町系)の稚関内で,薬剤感受性は

Diazinonの場合と同様の似向がみられた.

DDVPに朗しては抵抗性は12.5倍 (躍川町系.1.0

94FLg)が最高で抵抗性のJTG四に入る. しかし,殺虫

剤の致死効果が論いので.malathionや sumithion

のようにfLuRfiになりにくい.Resmethrinに関するか

ぎり,別状では全く,抵抗性は聞出にならない.

なれ DDT,γ-BHCなどの有機塩芽;･系殻虫剤は本

邦では班用を禁じられているので問題にならない.

また,34地域のイエバエの主要殺虫剤に対するLD60

伯が感受性系統 (高槻系)の10倍を越えるものの割合

について傾向をまとめると次のごとくである.

これらの地域のイエバエの Diazjnonに対するLDBO

値で抵抗性比が10LL'･以内の 0.5/Lg-1.OFLg の抽出に

入る系統が全体の31.1%で,これらは駆除の面で問題

にならないグループである.聞出の LD50 値が1.6/堰

-2.OFLg で数値的に,耐性から抵抗性の枇畑に入る

系統は全体の15.6%である.なお,現地で殺虫剤の効

妹が柵 低々下したと,報告のあ る地域の イェバェの

LDBO伯は 5.OFLgを越える場合が多く,今回の調査

で 5.OI増 を越えるのは全体の6.2%で, きわめてす

くなく大きな問題はない.

Baylcxの場合では 0･5〃g-110Feg の拍畑に入る

系統は全体の38.2%で,多くのものは抵抗性は問題に

ならない.なお,敷地的に抵抗性の袖山に入る1･6FLg

-2.OFLg の問にあるものが全体の14.7%で,Diazinon

の場合と同様の似向である.

また,現地で駆除が問題になる可能性のある,LD60

値が 5.Of′gを越えるような系統は全体の2･9%で,殆

んど開成にならないといえる.

SumithiorLの場合は LD50値が 1.OFLg 以下の系

統は全 くなく,数値的に抵抗性を意味する 1.0/fg.-

10.0/Lgの昭朗に入るものが全体の54･8%であった.
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また,他の殺虫剤では殆んどみられなかった 11.0/fg

-20.OFLg の範閲に入るものが全体の25･8%もみられ

ることは問題である.ことに,感受性が按準系統の10

倍を越えた場合を抵抗性というならば,今回調査した

地域のイエバエは全てが抵抗性といえろ.

なお,malathionの場合では調査した地域の全て

で50FLgを越え,malathionに対して高い感受性を示

す系統は全く認められなかった.

また,DDT や γ-BHC に対して malathionや

sumithionよりも高い感受性を持つ系統の多い こと

は興味ぶかいことである.

そのほか,resmethrinに関しては調査した地域の

全域にわたって,耐性もしくは抵抗性の発弥 まみられ

なかった.これは,林ら (1975)6)がピレスロイド抵

抗性はつきにくいと報告していることをうらすけるも

のである.Keiding (1975)̀)はデンマークの出場で

ピレスロイドに強い抵抗性の発達していることを報告

しているが,本邦ではこのような傾向がみられないこ

とは興味ぶかいことである.

以上の結果からみて,関東以西の諸地域では低if3性

有機リン剤に対しては一般的に感受性の低下がみられ

る.しかし,DDVP,Baytexおよび Daiazinonに

関しては感受性の低下している地域はすくなく.今後

ともイエバエの駆除に主要な役割を果たす殺虫剤とい

える.また,今後,卿 寺されるものはピレスロイド系

殺虫剤であろう.

なお,･yhlrに指摘していることであるが,削除効米を

あげるには殺虫剤の班用に際し,散布前後の感受性の

調査を失地し,班用英剤や製剤形態を逃走することが

必要である.
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SummAry

Houserlieshavebeencollectedlrom 31:spots

scatteredjn18prefecturescomprisingtheKanto

andTokaiareaaswellasWesternJapanand

Kyushu.andtheirlevelsorsensitivityto8kinds

ofinsecticidesstudied.Theresultsareshown

inthetablesI,2and3.

1thasbeenfoundthatthehousefliesinallthe

34spotsshowadeclineofsensitivitytomalat-

hionLDso: Shukunecolonie,10.939fLg～Ishino

colons,203.639FLg) andsumithionLD50:Sail

myyoJ1COlonie,l･285FLg-TakamatsuReclaimed

land colonie.194.522′fg),butdon'tshow any

declineolsensitivitytoDDVPorresmethrin.

Theydon'tshowdeclineofsensitivitytoDiaz-

jnonorBaytex,exceptinsomespots,either,in-

dicatingthatwecancontinuetoexpectnotab-

leeffectoftheseinsecticidesinthecontrolof

houseflies.

DiurnalRhythmsoftheBehavioralComponentsintheAhtingoEthePotatoTuberHottt,

PhthorEmaeaopercutetta (Lepidoptera:Gelechiidae).TomohiroONO (LaboratoryofApplied

EntomologyandNematology,FacultyofAgriculture,NagoyaUniversity,Chikusa,Nagoya,461

Japan)ReceivedOctober3,1977.Botyu･Kagaku,42,203,1977.(withEnglishSummary206)

31. ジャガイモガの交尾における各行動の 日周期性 小野知洋 (名古屋大学思学部告虫学教室,

名古屋市千種区不老町)52.10.3受理

ジャガイモガ Phthol･F'maeaopercutetLaの交尾における確堆それぞれの行動のE3lLT柑J性を観解し

た.その輔乳 雌の性フェロモン放出行動である Calling.雌によって故山されT=性フェロモンに対

する椎の反応性のいづれもが日周期性を持ち,それらは circadianrhythm によって支配されてい

ると考えられた. しかしそれとは関係なく明暗条件の出接の彫哲も受け.隅条作下では蛾は性フェ

ロモンに対する反応閉伯が低下したり,雌は calling をしていなくても交Tiを受け入れやすくなち

と言った現象が見 られた. ジャガイモガの交刷 寺刻はこれらの 要田が絃合されたものとして決定さ

れていると思われた.

昆虫の交尾時刻に関しては多くの報告がある.多く

の鱗週目昆虫においては.その配偶行動に性フェロモ

ンが3E要な役割を拭じており,従ってその交尾時刻は

雌による性 フェロモンの放出行動 (calling)の時刻

によって強 く交配されているl･2･3).

ジャガイモガ PhEhorl'macaoJ,crcuLeLtaの交尾は

主に夜間に見られるが.著者と斉藤はすでにこの交尾

時刻が外的な明暗条件によってかなり強 く彫惣きれる

ことを報告した一). 今回はジャガイモガの交尾行動の

それぞれの要素,特に雌の camng, および性フェロ

モンに対する雄の反応性に注目して,それらの行動の

日周期性を観察し,いかにしてジャガイモガの交凪時

刻が決定されているかを検討した.

本文に入るに先立ち.本論文を御校閲いただいた当

研死去詩藤田夫教授.ならびに本火験逆行に当って数

々の御授助をいただいた当研兜宝木多八郎文部技官に

拭く岱期すろ.

材料および方法

火験に班17]したジャガイモガは 25°C,16時間照明

下でジャガイモ塊茎を用いてGF的 'した.飼育はプラス

チック祁 (30×23×6cm)で行ない,蛇に抗化場所と

するために如断したダンボールをならべた.蛸化後に

このダンボ-ルから加を拙め,眺試した.

すべての税矧 ま25oC恒温宝で行なった. 鳴条件

での観矧 こは亦色灯 (110V,7W)を用いたが,これ

は予備観察より職条件下での成虫の行動にほとんど彫

響しないことがわかっているものである.

Callingの日周期性の観察は,ガラス卿 (25×40×

40cm または 15×20×30cm)の巾で行なった. この

節の中に雌を20から30頚放し, 脱却を上げる特有の

Calling姿勢を示している個体を1時l'rilごとに52から

72時間にわたって数えた.

蛾の反応性の口IL1aJPl性はテトロンゴースでロを被っ

たガラス管望腰縄シ1･-レ (-d従 6cm. 拭き 6cm)の

巾で行なった.この小に雌を3Liiiずつ入れてシャーレ

の口を下向きにして匠き,テトロンゴースの中央に作

った切 り込みから雌の塩化メチレン抽出物 (4雌当量

/mJ)をつけたガラス樺を静かにさし込み,中の雄の

反応を観察した. これらのシャーレは金網の台 (3cm

の日)の上に置いて中の空気の流通をよくするよう心

掛けた.観察は2時間間隔で行ない,ガラス挿そう入
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